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西
部
青
年
神
職
会
の
特
色
あ

る
活
動
と
し
て
、
年
一
回
の
日

帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
「
史
跡
め
ぐ

り
」
が
あ
り
ま
す
。

役
員
会
に
於
て
決
定
し
た
日

程
に
基
づ
い
て
西
部
の
各
神
社

に
広
く
参
加
者
を
募
り
、
会
員

及
び
一
般
参
加
者
相
互
の
親
睦

と
、
温
故
知
新
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
旅
行
会

社
の
ツ
ア
ー
が
氾
濫
し
、
各
部

会
単
位
で
の
日
帰
り
神
社
め
ぐ

り
な
ど
も
盛
ん
な
昨
今
、
参
加

者
の
確
保
に
苦
慮
し
な
が
ら
も
、

関
係
各
位
の
協
力
に
よ
っ
て
、

毎
回
三
十
名
前
後
の
参
加
を
得

て
存
続
致
し
て
お
り
、
今
後
も

さ
ら
に
発
展
的
に
実
施
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

毎
年
六
月
に
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
都
合
に
よ

り
九
月
二
十
四
日
に
、
秋
色
の

奥
日
野
路
を
探
訪
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
、
米
子
駅
前
を
出

若
葦
会
（
東
部
青
年
神
職
会
）

で
は
、
夏
に
総
会
を
兼
ね
た
一

泊
研
修
会
を
主
軸
に
、
卓
上
研

修
会
、
春
秋
の
護
国
神
社
奉
仕

等
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
‐

中
で
も
主
軸
と
な
る
一
泊
》

研
修
は
、
年
毎
に
東
部
四
地
》

区
一
カ
所
を
巡
回
し
て
実
施

し
て
お
り
、
本
年
度
は
八
月

和

郡

八
日
・
九
日
の
二
日
間
に
亘
》》錘

り
、
岩
美
町
の
美
取
神
社
で
》

行
っ
た
。

両
日
は
、
あ
い
に
く
の
台
《
癖鐸
華

風
通
過
に
よ
り
雨
模
様
で
あ
》
鯛
ゞ

っ
た
が
、
第
一
日
目
の
八
日
錘

午
後
一
時
、
神
社
隣
の
公
民
一

館
に
集
合
し
、
東
部
の
神
社

奉
仕
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
太
鼓
を
使
っ
た
楽
「
因

幡
相
伝
楽
」
を
全
員
で
練
習
。

神
社
で
夕
拝
を
行
っ
た
後
、
若

葦
会
定
例
総
会
を
開
き
、
本
年

度
の
諸
事
案
件
を
協
議
。
次
に
、

会
場
を
お
世
話
下
さ
っ
た
美
取

神
社
の
田
中
善
行
宮
司
様
の
、

西
部
青
年
神
職
会

神
社
に
ま
つ
わ
る
由
緒
等
の
講

一

東
部
青
年
神
職
会

蕊
位
会
の
紹
介

史
跡
め
ぐ
り

一
泊
研
修
会

一

発
、
日
野
川
に
添
っ
て
国
道
一

八
一
号
線
を
南
へ
進
み
、
元
弘

の
忠
臣
金
持
大
和
守
景
藤
ゆ
か

り
の
地
、
日
野
町
金
持
と
い
う

す
ご
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
集
落
に

か
も
ち

あ
る
金
持
神
社
で
招
福
開
運
を

祈
り
、
今
年
八
月
に
亡
く
な
っ

た
小
説
家
松
本
渭
張
の
文
学
碑

を
見
学
（
日
南
町
は
渭
張
の
お

父
さ
ん
の
出
身
地
）
、
そ
し
て

通
称
奥
日
野
大
社
と
し
て
崇
敬

さ
ざ
ｆ
く

を
集
め
る
楽
楽
福
神
社
へ
向
か

い
ま
し
た
。
孝
霊
天
皇
と
そ
の

皇
子
達
を
祀
る
こ
の
神
社
は
、

杉
の
古
木
に
包
ま
れ
て
神
域
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
「
寺
は

伽
藍
で
持
つ
、
神
社
は
森
で
持

つ
」
と
い
う
言
葉
を
実
感
、
そ

の
神
々
し
さ
の
中
で
正
式
参
拝

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

昼
食
の
炭
焼
き
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
も
仲
々
好
評
で
、
帰
路
で
は

来
年
の
計
画
も
噂
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
次
は
六
月
に
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
せ
、
「
祭
式
」
の
基
本
作
法

の
研
修
に
入
る
。

起
居
進
退
の
復
習
で
は
、
さ

す
が
に
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
新
人
は
、

足
腰
も
万
全
な
た
め
、
基
本
に

忠
実
。
若
さ
の
中
堅
（
ベ
テ
ラ

話
を
拝
聴
。
午
後
八
時
よ
り
会

員
全
員
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
食

事
を
と
り
な
が
ら
、
夜
遅
く
ま

で
交
友
を
温
め
あ
っ
た
。

翌
日
は
、
台
風
の
雨
で
増
水

し
た
川
で
の
旗
錬
成
は
中
止
と

な
っ
た
が
、
朝
拝
、
朝
食
を
済

ノ
？
）
の
参
加
者
は
、
普
段
は

へへ

中
部
青
年
神
職
会

中
部
青
年
神
職
会
は
、
『
神

々
の
御
神
徳
に
基
づ
い
て
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
神
社
神
道

の
高
揚
に
寄
与
す
る
こ
と
』
を

そ
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、

一
、
鎮
魂
神
社
夏
季
大
祭
奉

仕
（
所
役
と
し
て
）

二
、
建
国
祭
奉
仕

三
、
日
の
丸
パ
レ
ー
ド
（
国

旗
掲
揚
運
動
）

を
毎
年
度
の
事
業
計
画
に
掲
げ
、

多
く
の
会
員
の
協
力
の
下
、
伝

統
的
に
実
施
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
内
、
『
日
の
丸
パ
レ
ー

ド
』
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
『
日
の
丸
の

旗
が
、
我
が
国
を
象
徴
す
る
気

高
い
御
標
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
祝
祭
日
に
は
国
旗
と
し
て

の
日
の
丸
の
旗
を
掲
げ
て
意
義

あ
る
祝
祭
日
を
祝
お
う
と
す
る

機
運
を
盛
り
上
げ
る
』
た
め
の

啓
発
活
動
で
、
約
二
十
年
前
か

ら
中
部
青
年
神
職
会
の
主
要
な

基
本
を
気
に
せ
ず
に
し
て
い
る

た
め
か
、
立
つ
足
、
座
る
足
に

注
意
が
届
き
す
ぎ
て
皆
々
四
苦

八
苦
。
表
情
に
こ
そ
余
裕
は
あ

る
も
の
の
、
額
に
汗
し
て
一
動

作
づ
つ
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
春
秋
の
護
国
神
社
大

祭
で
は
、
会
員
有
志
が
当

日
の
受
付
け
、
各
郡
市
よ

り
代
表
し
て
奉
仕
さ
れ
る

神
職
の
斎
服
着
付
け
等
を

担
当
。
厳
粛
で
し
か
も
盛

大
な
祭
典
の
様
子
を
拝
観

す
る
と
共
に
、
い
つ
で
も

ど
こ
に
い
っ
て
も
着
付
け

を
正
確
に
奉
仕
出
来
る
よ

う
、
研
修
を
兼
ね
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

こ
の
他
、
新
春
の
新
年

会
、
テ
ー
マ
を
組
ん
で
の

卓
上
研
修
会
等
、
会
員
相

互
の
資
質
向
上
を
目
指
し

実
施
し
て
い
る
。

会
員
の
積
極
的
参
加
を
望
む
。

（
田
中
記
）

日
の
丸
パ
レ
ー
ド

活
動
の
一
つ
と
し
て
継
承
さ
れ

て
来
ま
し
た
。

五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
を
控
え
た
四
月
下
旬
の
日
曜

日
を
実
施
目
標
日
と
し
、
会
員

の
車
約
三
台
で
中
部
地
区
一
円

を
五
時
間
か
け
て
パ
レ
ー
ド
し

ま
す
。『
日
の
丸
は
、
わ
が
国
の
国

旗
で
す
。
君
が
代
は
、
わ
が
国

の
国
歌
で
す
。
』
『
祝
祭
日
に

は
、
国
旗
を
掲
げ
て
お
祝
い
し

五四三
､ ､ ､

一事三二一重
、 、 ､ ､

平成3年度決算及び4年度予算書 二

平
成
四
年
度
烏
取
県
神
道
青
年
会
事
業
計
画
書

点
目
標

神
道
青
年
と
し
て
の
意
識
の
昂
揚
と
自
己
研
修
の
実
践

単
位
会
の
相
互
交
流
を
進
め
る

神
吉
協
活
動
方
針
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
進
め
る

業

中
国
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
九
月
二
十
五
日
・
於
出
雲
ド
ー
ム
）

第
二
十
七
回
中
国
地
区
氏
子
青
年
・
神
道
青
年
合
同
研
修
会

（
主
催
鳥
取
県
）

県
神
青
だ
よ
り
発
行

単
位
会
に
お
け
る
事
業
の
推
進

神
宮
遷
宮
塗
絵
会
に
参
加

へ〔収入の部〕

科 目

会

助成

寄贈

繰越

収入合

へ

4年度予算額

費 108,000円

金 200,000円

金 1，000円

金 7， 786円

計 316,786円

3年度決算額

108, 000円

200． 000円

湘

椚
一
咽
一
咽

７
７

７
７

７
９

４
２１３

〔支出の部］

科 目 本年度予算額

20,000円

15,000円

30,000円

135,000円

15,000円

57，000円

25, 000円

10, 000円

9， 786円

316， 786円

前年度予算額

20， 000円

15,000円

30， 000円

135， 000円

12, 985円

57， 000円

25，000円

10,000円

0円

304， 985円

総会費

役員会費

事業 費

対外派遣助成

事務費

神冑協負担金

地区負担金

特別積立金

予備費

支出合計

ま
し
よ
う
。
』
流
す
テ
ー
プ
に

沿
道
で
は
、
宮
司
さ
ん
が
出
迎

え
て
下
さ
い
ま
す
。
遊
ん
で
い

る
子
供
や
農
作
業
を
し
て
お
ら

れ
る
お
年
寄
り
の
方
達
が
手
を

振
っ
て
く
れ
ま
す
。
『
パ
レ
ー

ド
を
し
て
良
か
っ
た
』
そ
ん
な

清
々
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ

る
瞬
間
で
あ
り
、
国
旗
掲
揚
運

動
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

を
確
信
す
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
更
に
工
夫
を
加
え
、
息

日
除
の
長
い
活
動
と
し
た

峠
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
運
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
先
輩
会

‐
！
員
各
位
の
ご
努
力
と

驚
手
県
神
社
庁
中
部
支
部

齢
醸
し
の
こ
の
運
動
に
対
す

鐸
パ
る
温
か
ぃ
ご
支
援
に

｝
よ
う
唖
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

■
■
日
ま
す
。
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西
部
青
年
神
職
会
の
特
色
あ

る
活
動
と
し
て
、
年
一
回
の
日

帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
「
史
跡
め
ぐ

り
」
が
あ
り
ま
す
。

役
員
会
に
於
て
決
定
し
た
日

程
に
基
づ
い
て
西
部
の
各
神
社

に
広
く
参
加
者
を
募
り
、
会
員

及
び
一
般
参
加
者
相
互
の
親
睦

と
、
温
故
知
新
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
旅
行
会

社
の
ツ
ァ
ー
が
氾
濫
し
、
各
部

会
単
位
で
の
日
帰
り
神
社
め
ぐ

り
な
ど
も
盛
ん
な
昨
今
、
参
加

者
の
確
保
に
苦
慮
し
な
が
ら
も
、

関
係
各
位
の
協
力
に
よ
っ
て
、

毎
回
三
十
名
前
後
の
参
加
を
得

て
存
続
致
し
て
お
り
、
今
後
も

さ
ら
に
発
展
的
に
実
施
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

毎
年
六
月
に
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
都
合
に
よ

り
九
月
二
十
四
日
に
、
秋
色
の

奥
日
野
路
を
探
訪
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
、
米
子
駅
前
を
出

西
部
青
年
神
職
会

会
場
を
お
世
話
下
さ
っ

神
社
の
田
中
善
行
宮
司

神
社
に
ま
つ
わ
る
由
緒

葦
会
定
例
総
会
を
開
き

度
の
諸
事
案
件
を
協
議
。

等
、
活
動
を
行
っ
て
い

中
で
も
主
軸
と
な
る

研
修
は
、
年
毎
に
東
部

区
一
カ
所
を
巡
回
し
て

し
て
お
り
、
本
年
度
は

八
日
・
九
日
の
二
日
間

り
、
岩
美
町
の
美
取
神

行
っ
た
。

両
日
は
、
あ
い
に
く

風
通
過
に
よ
り
雨
模
様

っ
た
が
、
第
一
日
目
の

午
後
一
時
、
神
社
隣
の

館
に
集
合
し
、
東
部
の

奉
仕
に
は
な
く
て
は
な

い
、
太
鼓
を
使
っ
た
楽

幡
相
伝
楽
」
を
全
員
で

神
社
で
夕
拝
を
行
っ
た

若
葦
会
（
東
部
青
年
神
職
会
）

で
は
、
夏
に
総
会
を
兼
ね
た
一

泊
研
修
会
を
主
軸
に
、
卓
上
研

修
会
、
春
秋
の
護
国
神
社
奉
仕

東
部
青
年
神
職
会

単
位
会
の
紹
介

史
跡
め
ぐ
り

一
泊
研
修
会た

美
取

様
の
、

等
の
講

の
台
》

で
あ
》

八
日
岬

公
民
ゞ

神
社
》

』
や
帷
》

練
習
。

後
、
若

プ
（
》
Ｅ
一
泊

四
地
実
施
八
月
に
亘
社
で本

年

次
に
、

発
、
日
野
川
に
添
っ
て
国
道
一

八
一
号
線
を
南
へ
進
み
、
元
弘

の
忠
臣
金
持
大
和
守
景
藤
ゆ
か

り
の
地
、
日
野
町
金
持
と
い
う

す
ご
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
集
落
に

か
も
ち

あ
る
金
持
神
社
で
招
福
開
運
を

祈
り
、
今
年
八
月
に
亡
く
な
っ

た
小
説
家
松
本
渭
張
の
文
学
碑

を
見
学
（
日
南
町
は
渭
張
の
お

父
さ
ん
の
出
身
地
）
、
そ
し
て

通
称
奥
日
野
大
社
と
し
て
崇
敬

好
ご
毎
ご
り
恥
ｆ
、

を
集
め
る
楽
楽
福
神
社
へ
向
か

い
ま
し
た
。
孝
霊
天
皇
と
そ
の

皇
子
達
を
祀
る
こ
の
神
社
は
、

杉
の
古
木
に
包
ま
れ
て
神
域
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
「
寺
は

伽
藍
で
持
つ
、
神
社
は
森
で
持

つ
」
と
い
う
言
葉
を
実
感
、
そ

の
神
々
し
さ
の
中
で
正
式
参
拝

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

昼
食
の
炭
焼
き
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
も
仲
々
好
評
で
、
帰
路
で
は

来
年
の
計
画
も
噂
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
次
は
六
月
に
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
せ
、
「
祭
式
」
の
基
本
作
法

の
研
修
に
入
る
。

起
居
進
退
の
復
習
で
は
、
さ

す
が
に
ホ
ヤ
ホ
ャ
の
新
人
は
、

足
腰
も
万
全
な
た
め
、
基
本
に

忠
実
。
若
さ
の
中
堅
（
ベ
テ
ラ

ン
？
）
の
参
加
者
は
、
普
段
は

話
を
拝
聴
。
午
後
八
時
よ
り
会

員
全
員
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
食

事
を
と
り
な
が
ら
、
夜
遅
く
ま

で
交
友
を
温
め
あ
っ
た
。

翌
日
は
、
台
風
の
雨
で
増
水

し
た
川
で
の
旗
錬
成
は
中
止
と

な
っ
た
が
、
朝
拝
、
朝
食
を
済

へ
へ

中
部
青
年
神
職
会

中
部
青
年
神
職
会
は
、
『
神

々
の
御
神
徳
に
基
づ
い
て
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
神
社
神
道

の
高
揚
に
寄
与
す
る
こ
と
』
を

そ
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、

一
、
鎮
魂
神
社
夏
季
大
祭
奉

仕
（
所
役
と
し
て
）

二
、
建
国
祭
奉
仕

三
、
日
の
丸
パ
レ
ー
ド
（
国

旗
掲
揚
運
動
）

を
毎
年
度
の
事
業
計
画
に
掲
げ
、

多
く
の
会
員
の
協
力
の
下
、
伝

統
的
に
実
施
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
内
、
『
日
の
丸
パ
レ
ー

ド
』
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
『
日
の
丸
の

旗
が
、
我
が
国
を
象
徴
す
る
気

高
い
御
標
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
祝
祭
日
に
は
国
旗
と
し
て

の
日
の
丸
の
旗
を
掲
げ
て
意
義

あ
る
祝
祭
日
を
祝
お
う
と
す
る

機
運
を
盛
り
上
げ
る
』
た
め
の

啓
発
活
動
で
、
約
二
十
年
前
か

ら
中
部
青
年
神
職
会
の
主
要
な

祭
で
は
、
会
員
有
志
が
当

日
の
受
付
け
、
各
郡
市
よ

り
代
表
し
て
奉
仕
さ
れ
る

神
職
の
斎
服
着
付
け
等
を

担
当
。
厳
粛
で
し
か
も
盛

大
な
祭
典
の
様
子
を
拝
観

す
る
と
共
に
、
い
つ
で
も

ど
こ
に
い
っ
て
も
着
付
け

を
正
確
に
奉
仕
出
来
る
よ

う
、
研
修
を
兼
ね
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

こ
の
他
、
新
春
の
新
年

会
、
テ
ー
マ
を
組
ん
で
の

卓
上
研
修
会
等
、
会
員
相

互
の
資
質
向
上
を
目
指
し

実
施
し
て
い
る
。

会
員
の
積
極
的
参
加
を
望
む
。

（
田
中
記
）

基
本
を
気
に
せ
ず
に
し
て
い
る

た
め
か
、
立
つ
足
、
座
る
足
に

注
意
が
届
き
す
ぎ
て
皆
々
四
苦

八
苦
。
表
情
に
こ
そ
余
裕
は
あ

る
も
の
の
、
額
に
汗
し
て
一
動

作
づ
っ
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
春
秋
の
護
国
神
社
大

日
の
丸
パ
レ
ー
ド

活
動
の
一
つ
と
し
て
継
承
さ
れ

て
来
ま
し
た
。

五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
を
控
え
た
四
月
下
旬
の
日
曜

日
を
実
施
目
標
日
と
し
、
会
員

の
車
約
三
台
で
中
部
地
区
一
円

を
五
時
間
か
け
て
パ
レ
ー
ド
し

ま
す
。『
日
の
丸
は
、
わ
が
国
の
国

旗
で
す
。
君
が
代
は
、
わ
が
国

の
国
歌
で
す
。
』
『
祝
祭
日
に

は
、
国
旗
を
掲
げ
て
お
祝
い
し

五四三
、 ､ ､平成3年度決算及び4年度予算書

〔収入の部〕

科 目 4年度予算額 3年度決算額
△

費 108， 000円 108, 000円云

肋成金 200, 000円 200,000円

寄贈金 1， 000円 0円

繰越金 7， 786円 4, 771円

収入合計 316， 786円 312， 771円

重
点
目
標

一
、
神
道
青
年
と
し
て
の
意
識
の
昂
揚
と
自
己
研
修
の
実
践

二
、
単
位
会
の
相
互
交
流
を
進
め
る

三
、
神
青
協
活
動
方
針
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
進
め
る

事
業

二
、
第
二
十
七
回
中
国
地
区

平
成
四
年
度
烏
取
県
神
道
青
年
会
事
業
計
画
書

へ一神
宮
遷
宮
塗
絵
会
に
参
加

県
神
吉
だ
よ
り
発
行

単
位
会
に
お
け
る
事
業

中
国
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

〔支出の部〕 の
推
進

（
九
月
二
十
五
日
・
於
出
雲
ド
ー
ム
）

氏
子
青
年
・
神
道
青
年
合
同
研
修
会

（
主
催
鳥
取
県
）

科 目

総会費

役員会費

事業 費

対外派遣助成

事務 費

神青協負拙金

地区負担金

特別積立金

予備費

支出合計

本年度予算額

20，000円

15,000円

30， 000円

135，000円

15,000円

57，000円

25，000円

10,000円

9， 786円

316， 786円

前年度予算額

20，000円

15,000円

30，000円

135，000円

12,985円

57，000円

25， 000円

ま
し
よ
う
。
』
流
す
テ
ー
プ
に

沿
道
で
は
、
宮
司
さ
ん
が
出
迎

え
て
下
さ
い
ま
す
。
遊
ん
で
い

る
子
供
や
農
作
業
を
し
て
お
ら

れ
る
お
年
寄
り
の
方
達
が
手
を

振
っ
て
く
れ
ま
す
。
『
パ
レ
ー

ド
を
し
て
良
か
っ
た
』
そ
ん
な

清
々
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ

る
瞬
間
で
あ
り
、
国
旗
掲
揚
運

動
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

を
確
信
す
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
更
に
工
夫
を
加
え
、
息

に
工
夫
を
加
え
、
息

日の丸パレート

の
長
い
活
動
と
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
運
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
先
輩
会

員
各
位
の
ご
努
力
と

県
神
社
庁
中
部
支
部

の
こ
の
運
動
に
対
す

る
温
か
い
ご
支
援
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

10,000円

0円

304,985円



『

鳥取神青通信鳥取神青通信 平成4年12月10日(1) 平成4年12月10日 創刊号 (4)創刊号

県
神
道
青
年
会
事
業
と
し
て

鎮
物
を
斡
旋
し
て
お
り
ま
す
。

製
造
販
売
会
社
の
協
力
を
得
て
、

特
別
安
価
に
て
斡
旋
で
き
る
事

と
な
り
、
こ
こ
に
御
案
内
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

記

寸
法
鴫
叩
×
加
叩
×
３
ｍ

価
格
五
百
円

「
鎮
物
」
を
桐
箱
に
印
刷
し
、

奉
書
で
包
装
、
麻
緒
を
か
け
た

神
道
青
年
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

出
雲
ド
ー
ム
で
、
九
月
二
十

五
日
、
中
国
地
区
神
道
青
年
親

善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

で
お
こ
な
わ
れ
、
初
戦
島
根
県

Ｂ
チ
ー
ム
と
対
戦
。
７
対
ｒ
で

敗
退
す
る
が
、
敗
者
復
活
戦
で

広
島
県
チ
ー
ム
を
９
対
８
の
ス

コ
ア
で
破
る
。
続
く
三
位
決
定

戦
を
、
島
根
県
Ａ
チ
ー
ム
と
対

戦
。
５
対
２
の
ス
コ
ア
で
三
位

『 L

本
年
度
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、

「
通
信
」
の
発
行
が
八
月
開
催

の
総
会
に
於
き
ま
し
て
、
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

私
共
神
道
青
年
会
で
は
、
殆

ど
の
会
員
が
兼
職
で
あ
り
、
諸

活
動
に
参
加
さ
れ
る
気
持
ち
を

持
ち
な
が
ら
、
参
加
出
来
な
い

と
い
う
状
況
に
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
兼
職
と
錐

も
将
来
は
、
共
に
神
明
に
御
奉

仕
さ
れ
る
訳
で
す
か
ら
、
会
の

現
状
を
把
握
し
て
頂
き
度
い
と

い
う
願
い
と
共
に
、
会
員
扣
互

の
連
携
を
保
つ
こ
と
を
目
的
に
、

こ
の
度
「
通
信
」
の
発
行
に
踏

第
一
号
発
行
に
当
た
っ
て

み
切
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

』

鎮
物
及
び
傘
の
斡
旋
に
つ
い
て

鳥
取
県
神
道
青
年
会
会
長

米
原
尊
仁

完
成
品
で
す
。

又
、
雨
傘
も
五
千
円
に
て
斡

旋
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
し
込
み
お
問
い
合
わ
せ
は

各
東
・
中
・
西
単
位
会
事
務
局
へ

各
単
位
会
事
務
局

東
部
八
頭
郡
用
瀬
町
用
瀬
Ｗ

田
中
倫
明

電
話
８
７
１
２
８
４
０

中
部
東
郷
町
噸
見
１
１
６

前
田
史
宣

電
話
３
２
１
０
７
９
８

西
部
米
子
市
夜
見
町
２
６
１
８

青
砥
一
彦

電
話
２
９
１
０
６
１
９

入
賞
を
果
し
た
。
優
勝
は
山
口

県
チ
ー
ム
で
、
二
位
は
島
根
県

チ
ー
ム
。
尚
十
一
回
を
重
ね
て

き
た
こ
の
大
会
も
島
根
県
の
主

催
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
（
霧
）

第
一
号
は
、
東
部
若
葦
会
の

皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

訳
で
す
が
、
次
に
は
中
部
・
西

部
の
順
を
持
ち
ま
し
て
、
長
く

続
い
て
い
く
こ
と
を
切
望
い
た

し
ま
す
。

今
後
会
員
の
皆
様
の
益
々
の

ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
こ
の
「
通

信
」
と
共
に
、
鳥
取
県
神
道
青

年
会
が
充
実
し
て
い
く
こ
と
を

祈
念
致
し
ま
し
て
、
第
一
号
発

行
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

へへ

祝第三位

熱戦の後の記念撮影

環
境
保
全
と
日
本
文
化

吉
田
武
章

最
近
、
環
境
保
全
と
か
地
球

を
守
ろ
う
と
い
う
事
が
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
人
間
が

自
分
達
の
便
利
だ
け
を
考
え
て

自
然
を
破
壊
し
て
き
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
来
の
日
本
は
、

日
本
人
は
、
自
然
を
愛
し
、
自

〈
遷
宮
だ
よ
り
〉

神
宮
式
年
遷
宮
の
「
こ
こ
ろ
」

を
守
り
伝
え
る
委
員
会
は
、
昨

年
春
各
単
位
か
ら
啓
蒙
推
進
員

を
選
出
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

神
道
青
年
と
し
て
御
遷
宮
の

啓
薦
を
い
か
に
は
か
る
か
を
協

議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
結
果

第
一
弾
と
し
て
「
遷
宮
ぬ
り
え

大
会
」
を
企
画
、
現
在
事
業
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

御
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

鳥
取
県
神
社
庁

庁
長
松
田
幸
史

鳥
取
県
神
道
青
年
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
こ
の
た
び
「
鳥
取

神
青
通
信
」
の
運
び
、
た
い
へ

ん
意
義
深
い
こ
と
と
賛
辞
を
お

く
る
と
共
に
、
私
ど
も
（
Ｏ
Ｂ
）

が
成
し
得
な
か
っ
た
願
い
を
果

し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、

衷
心
よ
り
敬
意
を
捧
げ
た
い
と

存
じ
ま
す
。

県
神
吉
会
の
消
長
は
、
そ
れ

こ
そ
種
々
な
粁
余
曲
折
を
経
て

参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
心
軸

に
は
一
貫
し
て
、
日
本
の
道
統

を
継
承
し
そ
の
展
開
活
動
を
通

し
て
、
「
神
道
精
神
の
正
し
き

を
昂
揚
す
る
」
に
あ
っ
た
こ
と

を
、
こ
の
際
は
っ
き
り
認
識
し

て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
め

ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
社
会
情

発
刊
に
よ
せ
て

L －

ア

然
と
共
に
生
き
る
事
を
良
し
と

し
た
精
神
を
持
っ
て
生
き
て
来

た
は
ず
で
す
。
そ
れ
な
の
に
何

故
こ
の
よ
う
な
環
境
破
壊
の
国

に
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
よ

》
フ
か
。
思
う
に
、
日
本
は
近
年
西
欧

の
科
学
技
術
を
取
り
入
れ
、
そ

れ
を
開
発
し
て
種
々
な
物
を
作

り
輸
出
し
て
経
済
大
国
と
な
り

ま
し
た
が
、
同
時
に
西
欧
か
ら

の
精
神
文
化
も
寛
容
に
受
け
入

れ
て
し
ま
い
、
本
来
の
日
本
の

§
編
集
後
記
§

県
神
胄
の
活
動
は
各
単
位
ご

と
の
活
動
に
偏
り
が
ち
で
あ
り

支
部
が
違
う
と
馴
染
み
が
薄
く

少
し
で
も
お
互
い
理
解
出
来
る

よ
う
通
信
を
出
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

発
刊
に
当
っ
て
は
、
只
で
さ

え
忙
し
い
事
務
局
に
負
担
を
か

け
る
の
は
申
し
訳
け
な
く
、
ま

た
、
よ
り
多
く
の
会
員
が
関
心

を
持
つ
意
義
か
ら
も
東
部
・
中

部
・
西
部
が
持
ち
回
り
で
発
行

し
よ
う
と
申
し
合
せ
、
創
刊
号

勢
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
奔
流

に
押
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
伝
統

護
持
の
旗
印
も
高
く
力
強
い
歩

み
を
続
け
て
頂
き
た
い
。

更
に
大
切
な
こ
と
は
、
常
に

県
神
青
会
に
新
し
い
息
吹
き
を

注
入
し
て
組
織
の
活
性
化
を
図

ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
神
青
連
信
も
そ
の
一

翼
を
担
う
重
要
な
役
目
を
果
す

で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
し
て
い

ま
す
。今
日
の
諸
兄
の
努
力
と
研
鑛

が
、
通
信
に
結
集
さ
れ
て
輝
や

か
し
い
明
日
へ
の
生
命
に
連
が

る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

へ
へ

東･中･西の神楽の披露(中部）

精
神
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

西
欧
の
文
化
は
、
自
然
と
対

立
し
、
こ
れ
を
克
服
す
る
事
に

よ
っ
て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
文
化
は
自
然
を

愛
し
自
然
と
共
に
生
き
る
事
に

よ
っ
て
成
長
し
て
来
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
忘
れ
ら
れ
た
日
本

精
神
の
神
髄
を
も
う
一
度
皆
の

心
に
甦
え
ら
せ
る
為
、
神
道
人

と
し
て
互
に
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
昨
今
で
す
。

は
言
い
出
し
っ
ぺ
の
若
葦
会

（
東
部
）
が
引
き
受
け
ま
し
た
。

印
刷
物
が
あ
ふ
れ
て
い
る
昨

今
、
読
ま
れ
る
こ
と
な
く
処
分

さ
れ
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
同
じ
作
る
な
ら
皆
に
見

て
も
ら
れ
る
魅
力
あ
る
紙
面
に

し
た
い
も
の
と
五
名
の
編
集
委

員
が
智
恵
を
搾
り
発
行
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
、
会
員
各
位
の
熱
意
と

ご
尽
力
に
よ
り
発
展
・
充
実
し

て
行
け
ば
創
刊
号
を
手
掛
け
た

者
と
し
て
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。

（
小
森
）

総
会
報
告

去
る
八
月
九
日
、
鳥
取
県
岩

美
郡
太
田
公
民
館
に
於
い
て
、

平
成
四
年
度
県
神
冑
会
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

総
会
開
催
に
先
立
ち
、
束
中

西
の
各
単
位
会
ご
と
に
神
楽
の

披
露
さ
れ
た
。
総
会
で
は
、
米

原
会
長
挨
拶
の
後
、
各
種
報
告

及
事
業
・
決
算
報
告
、
本
年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
の
審
議
が

な
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

中
で
も
、
事
業
に
関
し
て
、

○
神
青
通
信
の
発
行
に
よ
り
会

員
相
互
、
神
社
界
へ
の
活
動

報
告
を
充
実
さ
せ
る
。

○
来
年
開
催
予
定
の
第
二
十
七

回
中
国
地
区
氏
青
・
神
冑
合

同
研
修
会
（
八
月
於
西
部
）

の
主
管
に
つ
い
て

の
二
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

取
り
組
み
方
、
計
画
、
方
向
づ

け
に
つ
い
て
ま
で
、
懇
親
会
の

席
上
で
も
話
し
合
わ
さ
れ
、
会

員
柑
互
の
意
識
の
確
認
を
し
て

閉
会
し
た
。
（
松
田
）
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